
  

  

 
⽇本原⽔協は11 ⽉6 ⽇、真っ⻘な秋晴れの空の下、新

宿駅⻄⼝・⼩⽥急百貨店前で核兵器廃絶を求める6・9 ⾏
動をおこないました。 

参加者は交代でマイクを握り、1 歳の時に広島で被爆し
た⼥性も訴えました。 

⽴っていると汗が噴き出してくるような陽気の中、被
爆2 世の⼈など、熱⼼に話しかけて来る⽅が何⼈もい
て、あちこちで交流を深めていました。 

また、練⾺区から参加してバンドメンバーと⼀緒に歌
を歌ってくれた三⾓真⼸さん（上写真ニット帽の⼥性）
が⼿がけたバナー2 種類（⽚⾯が核兵器禁⽌条約への批准

書を国連事務総⻑に寄託した国の国旗をフェルトで作って表⽰した世界地図、もう⽚⾯が424 ⾃治体
議会が⽇本政府に核兵器禁⽌条約への調印、批准、参加を求める意⾒書を決議していることを表す⽇
本地図）は、通⾏⼈が⾜を⽌めて⾒つめ、対話が弾んでいました。 

1 時間の⾏動には東京在住の原爆被爆者9 ⼈を含めて27 ⼈が参加し、「ヒバクシャ国際署名」87
⼈分と被爆者援護・連帯募⾦6710 円が寄せられました。 
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【東京】秋晴れの空の下11月６・９行動 

東京高校生平和ゼミナールが「ヒバクシャ国際署名」目標を5000人分に設定 
 日本原水協活動交流ニュース（11月5日発行）で紹介した11月4日の署名活動後に高校生平和ゼミナール
の実行委員会があり、2020 年 4 月末のNPT 再検討会議に向けて「ヒバクシャ国際署名」の取り組みを増やそ
うと話し合われ、5000人分の署名を目標にすることが決まりました。年内は11月に2回、12月に3回、JR 
原宿駅そばの神宮橋で行動を予定しています。 


